
【 実施体制 】  

平成２７年４月に学長直轄組織として発足した「ダイバーシティ推進本部」は、学長のリーダーシップによる迅速な大学の意思決定プロセスを可能にし、
「女性を含む多様な人材が活躍できる教育研究環境の実現」という本学の第３期中期目標・中期計画を着実に遂行する体制を本学に定着させた。その下
部組織として設置された「ジェンダー協働推進室」は、本学における女性研究者への支援及び活躍推進に係る取組を遂行する拠点として、学内の関連す
る部署と連携しながら全学的に取組を波及・展開させている。 
本事業においては、引き続き学長のリーダーシップのもと「ダイバーシティ推進本部」及び「ジェンダー協働推進室」が、「研究推進機構」や「国際戦略本
部」との連携を一層強化することによって、多様な人材の確保が本学の研究力・教育力・組織力の向上に直接的に結びつく体制を構築し、組織すなわち
学内連携のあり方を、人事システム及び人事プロセスを含む大学のキャリアマネジメント改革を見据えつつ改善していく。  

 琉球大学（先端型） 

【 事業の目標 】 
 １．女性研究者の採用比率目標値を、２８％以上に高める。 
 ２．大学全体の女性研究者の在職比率を、２１％へ高める。 
 ３．女性研究者のポストアップ比率を１７％以上に高める。 
 ４．若手研究者（本務教員全体における４０歳未満の教員）の 
         在職率を２０％以上に高める。 

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 

【体制の概要】 

 

 

 実施期間：R１年～R６年 

【 取組概要 】 

女性研究者の採用から育成、そして本学の中枢への登用を見据え
たキャリアマネジメントの方策として、以下の行動計画を遂行する。 
  

  Ⅰ 大学の中枢への女性教員の参画を推進し、 
         女性教員の管理運営能力を高める。  
  Ⅱ 女性を含む若手研究者の在職率を高めるとともに、 
         キャリアパスを整備する。 
  Ⅲ より広いダイバーシティ研究環境形成の観点から、 
         グローバル人材を 積極的に採用・登用する。  
 

女性研究者・若手研究者の採用及び研究支援を強化し、人事シス
テム及び人事プロセスを含む大学のキャリア マネジメント改革を 
推進する。  



【 支援内容 】 
 上位職登用の一層の推進に係る取組  
  ① 教員ポスト戦略的再配分（重点改革推進枠）による女性研究者の上位職登用  
  ② 国際学会派遣＋1 Visit（プラスワン ビジット）  
  ③ オーガナイザー養成支援  
  ④ 海外調査派遣制度  
 より広いダイバーシティ研究環境の形成に資する取組  
  ⑤ イクボス養成のためのFD、セミナー等の実施  
  ⑥ 教員ポスト戦略的再配分（重点改革推進枠）による若手研究者の上位職登用  
  ⑦ 若手研究者採用の新たな仕組み の構築 
  ⑧ 若手研究者のキャリア支援  
  ⑨ 人事マネジメント改革に向けた研修の実施  
  ⑩ 外国人教員等グローバル人材の採用推進  
  ⑪ 外国人教員が大学の管理運営に参画するためのキャリア支援  
  ⑫ LGBTQ等への理解促進を目的としたセミナー、シンポジウムの開催  
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【 活動紹介 】 
 ・ 琉球大学ダイバーシティ推進宣言： http://www.u-ryukyu.ac.jp/aboutus/diversity/ 
 ・ 女性教授限定公募 
 ・ 女性教員短期研究専念制度 
 ・ 国際学会派遣費用助成 
 ・ ダイバーシティ推進セミナー 
 ・ 特定基金「琉球大学うない女性研究者・リーダー育成基金」： http://www.kikin.jim.u-ryukyu.ac.jp/ 
 ・ ニューズレター「うない通信」の発行： http://www.gender.jim.u-ryukyu.ac.jp/guidebook02/ 

【お問合せ】 
機関名： 国立大学法人琉球大学 ジェンダー協働推進室 
所在地： 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原1番地 
連絡先： Tel: 098-895-8675 
              E-mail: gender@acs.u-ryukyu.ac.jp 
ＨＰ： http://www.gender.jim.u-ryukyu.ac.jp/ 

人材育成サイクルを機能させることで 
ダイバーシティ研究環境を 
自律的かつ持続的に実現 
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